


Ⅰ．どのような災害が起こるのか予測不可能な時代

≪近年朝日地区内でも起きている主な災害≫

１.水害（平成18年7月）浸水被害1500戸 （令和３年7月）浸水被害121戸

２.地震（平成12年10月6日）鳥取西部地震 最大震度6強

３.台風（平成3年9月）通称：りんご台風

4. 雪害（平成22年大晦日～元旦に掛けて）市街地でも積雪56センチ

5. 火災（マンション、アパートなど）



Ⅱ.これまでの取り組み

1．災害対策連絡網の設置

2．年一回秋の防災訓練





Ⅲ. LINE連絡員の導入

1．令和3年4月より設置

２．既存の災害対策連絡網＋LINE連絡員を配置
・各町内から１名と災害対策本部役員合わせて
24名で構成

３．令和３年七夕豪雨
・橋南地区警戒レベル４避難指示に活躍









当時の大橋川・天神川の様子



Ⅳ．今後の課題

１．LINE連絡員の配置のできない自治会

への対応
*20町内中５町内未設置


